
項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－１　災害警戒体制の構築

【水害】

1 天候の見通し等について情報提供 □ □ □

2 災害警戒本部の設置 □ □ □

3 動員基準に基づき、配備体制を決定 □ □ □

4 職員の招集 □ □ □

5
災害警戒本部の設置について関係機関等と情報共
有

□ □ □

6 関係機関の警戒体制等を確認 □ □ □

7 リエゾンの要請及び受入れ □ □ □

8 リエゾンの派遣 □ □ □

9 各種事業・行事の中止・延期 □ □ □

10 応急対応の主体となる幹部の招集 □ □ □

1 警戒本部会議の開催通知（出席依頼）の送付 □ □ □

2 警戒本部会議室のセッティング □ □ □

3 警戒本部会議資料の作成 □ □ □

4 会議の開催 □ □ □

5 警戒本部会議の内容の情報共有 □ □ □

6 災害対策本部への切替えを判断 □ □ □

１－１－２　災害対策本部の設置・体制の確立

【水害】

1 災害対策本部の設置 □ □ □

2 職員の参集 □ □ □

3
災害対策本部の設置について、関係機関等と情報
共有

□ □ □

4
災害対策本部事務局の設置場所を決定し、会場を
設営

□ □ □

5 関係機関の警戒体制等を確認

6 リエゾンの要請及び受入れ □ □ □

7 リエゾンの派遣 □ □ □

8 各種事業・行事の中止・延期 □ □ □

１－１－５　府への業務支援の要請

【水害】

（１）府への業務支援の要請
を行う

1 府リエゾンの要請及び受入れ □ □ □

１－２－１　職員参集・安否状況の把握

【水害】

（１）職員の参集状況、安否
状況を把握する

1 職員の参集状況の把握 □ □ □

１－２－２　職員動員状況管理

【水害】

（１）巡視・点検等に動員した
職員に安全確保措置を指示
する

1 職員への安全確保措置の指示 □ □ □

（１）災害警戒本部等の警戒
体制を確立する

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案

（２）災害対策本部を設置す
る

（２）警戒本部会議等を開催
する

フェーズ：発災前

資料５－２ 
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

【水害】

1 テレビ・関係機関HP等からの情報収集 □ □ □

2 気象台・関係機関からの情報を収集 □ □ □

3 ホットラインによる情報収集 □ □ □

（２）ハザード情報の整理・分
析を行う

1 ハザード情報の整理・分析 □ □ □

（３）ハザード情報の伝達を行
う

1 ハザード情報の伝達 □ □ □

３－２－１　避難勧告等の発令・伝達

【水害】

（１）自主避難を促す 1 自主避難の呼びかけ □ □ □

1 避難勧告等の発令の要否の判断 □ □ □

2 避難勧告等の種類、対象地域、避難先等の判断 □ □ □

3 避難勧告等の発令 □ □ □

4
避難勧告等の発令状況の府及び関係機関への報
告

□ □ □

5 要配慮者への避難勧告等の伝達 □ □ □

３－３－１　避難支援・安否確認

【水害】

（１）避難勧告等を発令した地
域における避難誘導を行う

1 避難勧告等を発令した地域における避難誘導 □ □ □

５－１－２　応援の受入れ　

【水害】

（１）応援の受入れに係る調
整を行う

1 応援の受入れ □ □ □

1 応援人員の適切な配置 □ □ □

2 応援人員の事務スペ－スの設置 □ □ □

3 連絡窓口の指定 □ □ □

５－２－１　自衛隊への応援要請（災害派遣要請）・受入れ

【水害】

1 応援要請に係る調整の実施 □ □ □

2 応援要請（災害派遣要請）の実施 □ □ □

3 応援要請の要求 □ □ □

4 活動調整の実施 □ □ □

5 活動拠点の確保 □ □ □

５－２－４　国土交通省への応援要請・受入れ

【水害】

1 活動調整の実施 □ □ □

2 応援要請の要否の判断 □ □ □

3 応援要請の実施 □ □ □

８－１－１　避難所の開設

【水害】

1 避難所の開設 □ □ □

2 避難所の管理、運営に必要な物資の確保 □ □ □

3 避難所の開設状況の広報 □ □ □

（１）避難所の開設を行う

（１）国土交通省へTEC－
FORCEの応援要請を行う

（１）自衛隊への応援要請（災
害派遣要請）・受入れを行う

（１）ハザード情報の収集を行
う

（２）避難勧告等を発令し、伝
達する

（２）応援人員の管理運用を
行う
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

９－１－１　避難行動要支援者に対する避難支援

【水害】

1
地域で把握している範囲で要配慮者等に対する自
主避難の呼びかけ

□ □ □

2
社会福祉施設等に対する注意喚起、自主避難の促
進

□ □ □

3
避難行動要支援者名簿等（個別計画を含む）を用
いた避難支援

□ □ □

９－１－３　要配慮者に対する広報・情報提供

【水害】

（１）要配慮者に対する広報・
情報提供を行う

1
情報伝達に配慮が必要な被災者に対する広報・情
報提供

□ □ □

（１）避難行動要支援者に対
する避難支援を行う

3



項目
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－２　災害対策本部の設置・体制の確立

【地震】

1 災害警戒本部の設置 □ □ □

2 応急対応の主体となる幹部の招集 □ □ □

3 職員の招集 □ □ □

4 参集した職員による初動体制を確立 □ □ □

1 災害対策本部の設置 □ □ □

2
災害対策本部の設置について、関係機関等と情報共
有

□ □ □

3
災害対策本部事務局の設置場所を決定し、会場を設
営

□ □ □

4 関係機関の警戒体制等の確認 □ □ □

5 リエゾンの要請及び受入れ □ □ □

6 リエゾンの派遣 □ □ □

7 各種事業・行事の中止・延期 □ □ □

１－１－４　庁舎の機能確保

【水害・地震】

1 庁舎、各執務室の被害状況調査 □ □ □

2 庁舎設備の被害状況調査 □ □ □

3 負傷者の救護 □ □ □

4 ライフラインの断絶（停電、断水等）への対応 □ □ □

5 庁舎の安全確保措置の実施の実施 □ □ □

6 設備の応急復旧 □ □ □

１－１－５　府への業務支援の要請

【水害】

（１）府への業務支援の要請
を行う

1 状況の把握や連絡調整 □ □ □

２－１－１　通信施設の機能の維持

【水害・地震】

（１）情報通信ネットワーク等
の疎通状況の確認を行う

1 情報通信ネットワーク等の疎通状況の確認 □ □ □

２－１－２　被災地の通信手段の確保

【水害・地震】

（１）被災地との通信に係る状
況を確認する

1 被災地との通信に係る状況の確認 □ □ □

３－１－１　ハザード情報の収集・伝達

【水害】

（３）ハザード情報の伝達を行
う

1 危険度の高いハザード情報の伝達 □ □ □

【地震】

1 テレビ・関係機関ＨＰ等からの情報収集 □ □ □

2 気象台・関係機関からの情報を受信 □ □ □

3 ホットラインによる情報収集 □ □ □

（２）ハザード情報の整理・分
析を行う

1 ハザード情報の整理・分析 □ □ □

（３）ハザード情報の伝達を行
う

1 ハザード情報の伝達 □ □ □

（１）初動体制を確立する

（１）ハザード情報の収集を行
う

（１）庁舎の機能を確保する

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案

業務

（２）災害対策本部を設置する

フェーズ：発災～１時間
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項目
完
了

進
捗

着
手

不
要

３－２－１　避難勧告等の発令・伝達

【地震】

1 避難勧告等の発令の要否の判断 □ □ □

2 避難勧告等の種類、対象地域、避難先等の判断 □ □ □

3 避難勧告等の発令 □ □ □

4 避難勧告等の発令状況の府及び関係機関への報告 □ □ □

5 要配慮者への避難勧告等の伝達 □ □ □

３－３－１　避難支援・安否確認

【地震】

（１）避難勧告等を発令した地
域に置いて、避難誘導を行う

1 避難勧告等を発令した地域における避難誘導 □ □ □

４－１－１　被害情報等の収集・報告

【水害・地震】

1 被害に関する報道の確認 □ □ □

2 管理する施設の被害状況の確認 □ □ □

3 各部署等から被害情報・対応状況を収集 □ □ □

５－２－１　自衛隊への応援要請（災害派遣要請）・受入れ

【地震】

1 応援要請（災害派遣要請）の要否の判断 □ □ □

2 応援要請の要求 □ □ □

3 活動調整の実施 □ □ □

4 活動拠点の確保 □ □ □

５－２－２　消防への派遣要請・受入れ

【水害・地震】

（１）消防庁へ緊急消防援助
隊の派遣要請・受入れを行う

1 応援要請の連絡 □ □ □

５－２－４　国土交通省への応援要請・受入れ

【地震】

1 応援要請の要否の判断 □ □ □

2 応援要請の実施 □ □ □

８－１－１　避難所の開設

【地震】

1 避難所の開設 □ □ □

2 避難所の管理、運営に必要な物資の確保 □ □ □

3 避難所の開設状況の広報 □ □ □

９－１－１　避難行動要支援者に対する避難支援

【地震】

1
地域で把握している範囲で要配慮者等に対する自主
避難の呼びかけ

□ □ □

2
社会福祉施設等に対する注意喚起、自主避難の促
進

□ □ □

3
避難行動要支援者名簿等（個別計画を含む）を用い
た避難支援

□ □ □

（１）避難行動要支援者に対
する避難支援を行う

（１）国土交通省へTEC－
FORCEの応援要請を行う

（１）被害情報等を収集する

（２）避難勧告等を発令し、伝
達する

（１）自衛隊への応援要請（災
害派遣要請）・受入れを行う

業務

（１）避難所の開設を行う
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－２　災害対策本部の設置・体制の確立

【水害・地震】

1 災害対策本部会議の開催通知（出席依頼）を送付 □ □ □

2 災害対策本部会議室のセッティング □ □ □

3 対策本部会議資料の作成 □ □ □

4 会議の開催 □ □ □

5 対策本部会議の内容について情報共有 □ □ □

1 職員の参集状況を把握 □ □ □

2 災害対策本部の各班を運営 □ □ □

１－１－４　庁舎の機能確保

【水害・地震】

（２）代替施設の確保を行う 1 代替施設の確保 □ □ □

１－１－５　府への業務支援の要請

【水害】

（１）府への業務支援の要請
を行う

1 支援の受入れ □ □ □

１－２－１　職員参集・安否状況の把握

【水害】

（１）職員の参集状況、安否状
況を把握する

1 職員の安否確認 □ □ □

【地震】

1 職員の参集状況の把握 □ □ □

2 職員の安否確認 □ □ □

１－２－２　職員動員状況管理

【水害】

（２）職員を最適に配置し、勤
務状況を管理する

1 応援が必要な業務の把握及び人数の算出 □ □ □

【地震】

（１）巡視・点検等に動員した
職員に安全確保措置を指示
する

1 職員への安全確保措置の指示 □ □ □

（２）職員を最適に配置し、勤
務状況を管理する

2 応援が必要な業務の把握及び人数の算出 □ □ □

２－１－１　通信施設の機能の維持

【水害・地震】
（２）代替通信手段の確保を
行う

1 代替通信手段の確保 □ □ □

1 情報通信ネットワーク等の復旧 □ □ □

2 情報通信ネットワーク等の継続的管理・運用 □ □ □

３－３－２　広域的な避難支援

【水害・地震】

1 広域的な避難の要否を判断 □ □ □

2 府への避難の支援の依頼 □ □ □

3 広域的な避難に係る連絡調整 □ □ □

4 住民への伝達 □ □ □

5 避難先への移送 □ □ □

6 避難先の運営 □ □ □

（３）通信機能の復旧と継続
的運用を行う

（１）広域的な避難の支援を
行う

（３）災害対策本部会議を開
催する

（４）災害対策本部事務局の
各班を編成する

（１）職員の参集状況、安否状
況を把握する

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：１～３時間
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

４－１－１　被害情報等の収集・報告

【水害・地震】

（１）被害情報等を収集する 1 ライフラインの被害状況について情報収集 □ □ □

1 被害情報等のとりまとめ □ □ □

2 被害情報等の公表 □ □ □

（３）被害情報等を分析する 1 状況分析及び今後の予測・検討 □ □ □

（４）被害情報等を報告する 1 被害情報等の報告 □ □ □

５－２－４　国土交通省への応援要請・受入れ

【地震】

（１）国土交通省へTEC－
FORCEの応援要請を行う

1 活動調整の実施 □ □ □

６－１－１　全庁的な広報活動（ホームページ、広報誌等）

【水害・地震】

1 被害等の定期的な報道発表の実施 □ □ □

2 記者会見の実施 □ □ □

3 広報責任者の設置及び取材ルールの周知 □ □ □

８－１－２　避難所の運営

【水害・地震】

1 避難所の運営体制の整備 □ □ □

2 避難所生活ルールの周知 □ □ □

3 避難所の共通のルールの周知 □ □ □

８－１－３　避難所の環境整備・健康支援及び保健衛生活動

【水害・地震】

1 備蓄品の使用等 □ □ □

2 公衆トイレの点検及び周知 □ □ □

3 避難所で発生したごみの分別及び回収 □ □ □

4 避難所でのプライバシーの確保 □ □ □

（１）避難所を運営する

（１）避難所の環境整備・健康
支援及び保健衛生活動を行
う

（１）記者会見・マスコミ対応を
行う

（２）被害情報等のとりまとめ・
情報共有を行う
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－２　災害対策本部の設置・体制の確立

【水害・地震】

（４）災害対策本部事務局の
各班を編成する

1 対応班を編成し個別事案へ対応 □ □ □

１－１－５　府への業務支援の要請

【水害】

（２）府により業務の代行が行
われる

1 業務代行の実施 □ □ □

【地震】

1 府リエゾンの要請及び受入れ □ □ □

2 状況の報告や連絡調整 □ □ □

3 支援の受入れ □ □ □

（２）府により業務の代行が行
われる

1 業務代行の実施 □ □ □

１－１－６　災害救助法・被災者生活再建支援法の適用に係る事務処理を行う

【水害・地震】

1 住家の被害状況等の把握 □ □ □

2 災害救助法の適用要請 □ □ □

3 府からの法適用通知の受信 □ □ □

4 災害救助法の適用・運用の周知 □ □ □

5 救助事務の実施状況、費用等の報告 □ □ □

１－２－２　職員動員状況管理

【水害・地震】

（２）職員を最適に配置し、勤
務状況を管理する

1 職員配置体制の整備 □ □ □

１－２－３　職員への生活支援

【水害・地震】

（１）職員への生活支援を行う 1 職員への備蓄物資の供給 □ □ □

１－４－１　災害対策本部の活動記録の作成

【水害・地震】

1 災害対策本部の活動記録の作成 □ □ □

2 災害対策本部の文書等の整理・保管 □ □ □

２－１－２　被災地の通信手段の確保

【水害・地震】

（２）情報が途絶している集落
等への通信手段の確保策を
検討する

1 情報が途絶している集落等への通信手段の確保 □ □ □

３－２－１　避難勧告等の発令・伝達

【水害・地震】

1 警戒区域の設定 □ □ □

2 立入り禁止措置 □ □ □

3 警戒区域の設定状況の広報 □ □ □

1
異常が発見された施設での立入り禁止等の必要な措
置の実施

□ □ □

2 土砂災害等の危険性の把握 □ □ □

3
土砂災害等の発生箇所における二次災害の防止措
置

□ □ □

（４）異常が発見された施設等
で立ち入り禁止等の措置を行
う

（３）警戒区域への立入制限・
禁止及び区域外への退去命
令を行う

（１）府への業務支援の要請
を行う

（１）災害救助法の適用に係
る事務処理を行う

（１）災害対策本部の活動記
録の作成を行う

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：３～１２時間
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

３－３－１　避難支援・安否確認

【水害・地震】

1 帰宅困難者の発生状況の把握 □ □ □

2 一斉帰宅の抑制 □ □ □

3 一時滞在施設の開設の判断 □ □ □

4 帰宅困難者の受入れに係る協力依頼 □ □ □

5 帰宅困難者の受入れ □ □ □

6 一時滞在施設の開設情報の広報 □ □ □

7 一時滞在施設への情報提供 □ □ □

４－１－１　被害情報等の収集・報告

【水害・地震】

（３）被害情報等を分析する 1 ISUTによる支援 □ □ □

５－１－１　応援要請

【水害・地震】

1 応援要請の要否の判断 □ □ □

2 応援要請の実施（協定の発動） □ □ □

1 応援要請の要否の判断 □ □ □

2 応援要請の実施 □ □ □

５－２－２　消防への応援要請・受入れ

【水害・地震】

（１）消防庁へ緊急消防援助
隊の派遣要請・受入れを行う

1 活動拠点の確保 □ □ □

６－１－１　全庁的な広報活動（ホームページ、広報誌等）

【水害・地震】

（２）個別情報について広報を
行う

1 個別情報の広報 □ □ □

８－１－２　避難所の運営

【水害・地震】

1 避難者名簿の作成 □ □ □

2 避難者数、避難者の生活ニーズの把握 □ □ □

3 避難所の備蓄物資の提供 □ □ □

4 必要な物資の調達・提供依頼 □ □ □

８－１－３　避難所の環境整備・健康支援及び保健衛生活動

【水害・地震】

（１）避難所の環境整備・健康
支援及び保健衛生活動を行
う

1 ペット等の受入れ □ □ □

８－２－１　孤立集落

【水害・地震】

1 孤立集落の発生状況を報告 □ □ □

2 救助及び支援物資の搬入に関する調整 □ □ □

3 通信手段の確保 □ □ □

９－１－１　避難行動要支援者に対する避難支援

【水害・地震】

（１）避難行動要支援者に対
する避難支援を行う

1
避難行動要支援者名簿等（個別計画を含む）を用い
た避難所や自宅における安否確認

□ □ □

（１）孤立集落支援に関する
活動調整を行う

（１）避難所を運営する

（１）応援協定に基づき、応援
要請を行う

（２）民間団体等へ応援要請
を行う

（２）観光客・帰宅困難者等に
ついて状況を把握し、避難場
所に避難させる

9



項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

９－１－２　福祉避難所の開設・運営

【水害・地震】

1
社会福祉施設における被害状況、要配慮者の安否
確認及び受け入れの可否の把握

□ □ □

2
福祉避難所応援協定先やその他の社会福祉施設に
福祉避難所の開設要請

□ □ □

3 特別な配慮が必要な要配慮者の避難所からの避難 □ □ □

９－１－３　要配慮者に対する広報・情報提供

【地震】

（１）要配慮者に対する広報・
情報提供を行う

1
情報伝達に配慮が必要な被災者に対する広報・情報
提供

□ □ □

９－１－４　避難所内の要配慮者への対応

【水害・地震】

（１）避難所内の要配慮者へ
の対応を行う

1 避難所における福祉避難コーナーの設置 □ □ □

１０－１－１　物資ニーズの把握

【水害・地震】

1 避難者数等から必要な水の量、食料数を判断 □ □ □

2 各避難所等の物資ニーズを把握、集計

１０－１－２　備蓄物資の供給

【水害・地震】

（１）備蓄物資の供給を行う1 備蓄物資の供給 □ □ □

（１）福祉避難所の開設・運営
を行う

（１）物資ニーズの把握を行う
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－２－２　職員動員状況管理

【水害・地震】

1 職員の適切な配置 □ □ □

2 職員の勤務状況の管理 □ □ □

３－３－１　避難支援・安否確認

【水害・地震】

1 安否確認方法の周知 □ □ □

2 住民への安否情報の提供 □ □ □

５－１－２　応援の受入れ

【地震】

（１）応援の受入れに係る調
整を行う

1 応援の受入れ □ □ □

1 応援人員の適切な配置 □ □ □

2 応援人員の事務スペースの設置 □ □ □

3 連絡窓口の指定 □ □ □

６－２－２　総合相談窓口の設置・対応

【水害・地震】

（１）総合相談窓口の設置・対
応を行う

1 住民問合せ対応窓口の設置、運用 □ □ □

８－１－２　避難所の運営

【水害・地震】

（1）避難所を運営する 1 避難所の避難所名簿の管理、避難所日報の作成等 □ □ □

９－１－２　福祉避難所の開設・運営

【水害・地震】

1 避難者名簿の作成 □ □ □

2 服薬中の人で薬の不足の有無の確認 □ □ □

3
福祉避難所の避難者名簿の管理、避難所日報作成
等の各種運営の依頼

□ □ □

（２）被災した要配慮者施設の
応急復旧等の支援を行う

1 被災した社会福祉施設の応急復旧等の支援 □ □ □

１０－１－３　物資の調達

【水害・地震】

1 府に、必要な物資の項目、数量を報告 □ □ □

2
協定締結団体、応援締結市町村及びその他の市町
村へ要請し、食料及び生活必需品を調達

□ □ □

（２）救援物資の応援要請、受
入れを行う

1 府に物資の調達について応援を要請

１０－１－４　流通備蓄・救援物資等の供給

【水害・地震】

1 物流事業者へ物流専門家の派遣を依頼 □ □ □

2 地域内物資拠点を指定 □ □ □

3
地域内物資拠点の管理や避難所等への配送ルート
を含めた物資輸送・管理体制を構築

□ □ □

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案

（１）協定業者等から物資を調
達する

（１）流通備蓄・救援物資等の
供給を行う

（２）応援人員の管理運用を
行う

（３）安否確認の方法の周知、
安否情報の提供を行う

（２）職員を最適に配置し、勤
務状況を管理する

（1）福祉避難所の開設・運営
を行う

フェーズ：１２時間～１日
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

３－２－２　複合災害への警戒のための情報収集・伝達

【水害・地震】

（１）複合災害への警戒を行う 1 複合災害発生の危険性を把握し、警戒体制の構築 □ □ □

５－１－２　応援の受入れ

【水害・地震】

1 業務の割り当て □ □ □

2 活動状況の把握 □ □ □

６－１－１　全庁的な広報活動（ホームページ、広報誌等）

【水害・地震】

（２）個別情報について広報を
行う

1 風評被害、デマ等を防止するための情報発信等 □ □ □

8－1－3　避難所の環境整備・健康支援及び保健衛生活動

【水害・地震】

1 テレビ・ラジオ等の情報伝達機器の設置 □ □ □

2 女性の視点に立った避難所運営 □ □ □

3 その他上記以外の避難所の生活空間の整備 □ □ □

4 避難所における食事への配慮 □ □ □

5 食品供給事業者等に対する安全な食品の供給指導 □ □ □

6 乳幼児の衛生状態を確保するための物資の確保 □ □ □

7 食品の衛生対策 □ □ □

8 保健師、栄養士チームの編成・運用 □ □ □

9 衛生環境の指導 □ □ □

10 室内生活環境への措置 □ □ □

11 入浴環境の整備 □ □ □

12 臨時公衆電話の設置の依頼 □ □ □

８－１－6　避難所外の避難者対応

【水害・地震】

1 避難所以外の避難状況の把握 □ □ □

2 避難所以外にいる避難者向けの情報提供 □ □ □

3 車中泊避難所の開設・運営 □ □ □

4 車中泊避難所開設に関する広報、情報提供 □ □ □

5 避難所以外にいる避難者に対する物資提供 □ □ □

6 保健師、栄養士チームの編成・運用 □ □ □

7 食品の衛生対策 □ □ □

8
車中泊避難者に、避難所への移動等の働きかけ・誘
導

□ □ □

８－２－１　孤立集落

【水害・地震】

1 保健師、栄養士チームの編成・運用 □ □ □

2 食品の衛生対策 □ □ □

９－１－４　避難所内の要配慮者への対応

【水害・地震】

1 保健師、栄養士チームの編成・運用 □ □ □

2 食品の衛生対策 □ □ □

3 高齢者に係る対策 □ □ □

4 障害者に係る対策 □ □ □

5 外国人に係る対策 □ □ □

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案

（１）避難所内の要配慮者へ
の対応を行う

（２）応援人員の管理運用を
行う

（１）孤立集落支援に関する活
動調整を行う

（１）避難所の環境整備・健康
支援及び保健衛生活動を行
う

（１）車中泊避難者等避難所
外の避難者対応を行う

フェーズ：２～３日
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

９－１－５　避難所外の要配慮者への対応

【水害・地震】

1 車中泊をしている要配慮者の支援 □ □ □

2 在宅要援護者の安全確保 □ □ □

3 高齢者施設入所者の安全確保 □ □ □

4 保健師、栄養士チームの編成・運用 □ □ □

5 食品の衛生対策 □ □ □

１０－１－３　物資の調達

【水害・地震】

1 政府所有米穀の引き渡しを要請 □ □ □

2
ガスボンベ及び炊き出し器具の調達を府ＬＰガス協
会へ要請

□ □ □

（２）救援物資の応援要請、受
入れを行う

1 企業等からの救援物資の受入れについて判断 □ □ □

１０－１－４　流通備蓄・救援物資等 の供給
【水害・地震】

1 地域内物資拠点の開設を行う □ □ □

2 地域内物資拠点にある物資の管理等を実施 □ □ □

3
大手物流業者と連携した物資供給管理システムを
確立

□ □ □

（１）協定業者等から物資を調
達する

（１）流通備蓄・救援物資等の
供給を行う

（１）避難所外の要配慮者へ
の対応を行う
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－６　災害救助法・被災者生活再建支援法の適用に係る事務

【水害・地震】

1 住家の被害状況等の把握 □ □ □

2 被災者生活再建支援法の適用の周知 □ □ □

3 被災世帯への広報 □ □ □

１－２－３　職員への生活支援

【水害・地震】

1 「こころのケア」が必要な職員の抽出 □ □ □

2 職員へのカウンセリングの実施 □ □ □

１－３－１　要人の視察等への対応

【水害・地震】

1 要人の視察等に係る連絡調整 □ □ □

2 要人の視察等に係る現地対応 □ □ □

４－１－１　被害情報等の収集・報告

【水害・地震】

（４）被害情報等を報告する 1 被害金額等の報告 □ □ □

８－１－２　職避難所の運営

【水害・地震】

（1）避難所を運営する 1 応援職員の派遣の要請 □ □ □

１０－１－４　流通備蓄・救援物資等 の供給

【水害・地震】

（１）流通備蓄・救援物資等の
供給を行う

1 物資ニーズにもとづき物資の配分、避難所等へ運搬 □ □ □

（１）要人の視察等へ対応す
る

（２）職員への「こころのケア」
を実施する

（１）被災者生活再建支援法
の適用に係る事務処理を行
う

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：４日～１週間
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－２－３　職員への生活支援

【水害・地震】

（３）職員の公務上の負傷等
に対する災害補償の事務を
行う

1 災害補償に関する事務の実施 □ □ □

８－１－３　避難所の環境整備・健康支援及び保健衛生活動

【水害・地震】
（1）避難所の環境整備・健康
支援及び保健衛生活動を行
う

1 各種相談窓口等の設置 □ □ □

８－１－４　避難所での広報・情報提供

【水害・地震】

1 被災者の要望の調査 □ □ □

1 被災者支援に係る情報提供 □ □ □

９－１－４　避難所内の要配慮者への対応

【水害・地震】

（1）避難所内の要配慮者へ
の対応を行う

1 被災者のニーズの調査 □ □ □

９－１－５　避難所外の要配慮者への対応

【水害・地震】

（1）避難所内の要配慮者へ
の対応を行う

1 被災者のニーズの調査 □ □ □

（1）被災者支援に係る情報提
供を行う

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：１～２週間
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

８－１－５　避難所の集約・閉鎖

【水害・地震】

（1）避難所の統廃合、閉鎖を
行う

1 避難所の統廃合、閉鎖 □ □ □

京都府 災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：２週間～１ヵ月
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項目 業務
完
了

進
捗

着
手

不
要

１－１－３　災害対策本部（災害警戒本部）の閉鎖
【水害・地震】

1 災害対策本部（災害警戒本部）の閉鎖 □ □ □

2
府、防災関係機関への災害対策本部（災害警戒本
部）の閉鎖連絡

□ □ □

１－１－６　災害救助法・被災者生活再建支援法の適用に係る事務処理を行う

【水害・地震】

（２）被災者生活再建支援法
の適用に係る事務処理を行う

1
被災者生活再建支援金申請書類の送付・申請状況
の確認

□ □ □

５－１－２　応援の受入れ
【水害・地震】

（４）長期派遣の受入れに係
る調整を行う

1 長期派遣の受入れに係る調整 □ □ □

（１）災害対策本部（災害警戒
本部）を閉鎖する

京都府版市町村災害時応急対応業務マニュアル案
フェーズ：１ヵ月～
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